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 保証について
1. 保証期間
 保証期間は、保証開始日より1年間です。

2. 保証内容
 取扱説明書、本体ラベルその他の注意書きに基づく正常な使用状態で、保証期間内に破損※、作動不良（開閉式の製品
のみ）の不具合が生じた場合は、免責事項に該当する場合を除き無料修理いたします。

 なお、対象製品に結露受けや水抜き穴がある場合、強風雨の際や使用環境において、結露受けに雨水や結露水が溜ま
ることがございますが、水抜き穴より排水する製品上の特性であり、不具合ではございません。

 　  ※破損とは、ドーム割れ、固定枠・開閉枠（開閉式の製品のみ）及び天板（天板仕様のみ）の溶接部割れをいいます。

3. 免責事項
（1）天災その他の不可抗力（例えば、暴風、突風、暴雨、洪水、高潮、地震、津波、地盤沈下、落雷、火災、噴火など）による不

具合、またはこれらによって製品の性能を超える事態が発生した場合の不具合。
（2）弊社の手配によらない加工、組み立て、施工、管理、改修、修理、製品を構成する部品撤去や交換、メンテナンスなどに

起因する不具合。
 （例えば、固定枠への不要な孔開け、ドーム設置ボルトの緩み、建築シール工事、溶接留めによる歪みや設置向き逆、清
掃時に溶剤を使用した割れや剥がれ、シール打設修理、パッキン交換や部品撤去など）

（3）弊社カタログなどに表示された製品の性能を超えた性能を必要とする場所に取り付けられた場合の不具合。
（4）建築躯体の変形や揺れなど製品以外の要因に起因する不具合。
（5）施工当時に実用化されていた科学や技術では、予測することや予防することが不可能な現象、またはこれが原因で生じ

た不具合。
（6）製品周辺の自然現象や使用環境などに起因する結露滴下、凍結、腐食、風による振動・共鳴音等の不具合。
（7）機能上支障のない音、振動、色、明るさなど感覚的現象。
（8）引き渡し後の操作誤り、または適切な維持管理が行われなかったことによる不具合。
 （例えば、強い力によるオペレーター操作など）
（9）固定式トップライトBベンチレータ（自然換気タイプ）については、雨水侵入による不具合。
（10）その他、第三者が原因で生じた不具合。

 ＊ 保証期間を過ぎた場合、及び保証書のご提示がない場合の修理は、有料になります。
 ＊ 保証期間内であっても消耗品（ゴムパッキン、気密・水密用パッキン、ワイヤー）の交換は有料になります。
 ＊ 保証期間内であっても離島又は離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。
 ＊ 保証書に弊社印のない場合は無効です。また、保証開始日・お客様名等の記入のない場合、あるいは字句を書換えられた
場合には、保証書は無効となります。

 ＊ 保証書は日本国内においてのみ有効です。
 ＊ 保証書は再発行いたしません。紛失しないように大切に保管してください。
 ＊ 保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
 ＊ 保証期間中及び経過後の修理等につきましては、お取り扱いの工務店、施工店または下記へお問い合わせください。

●お願い・ご注意
・本カタログ記載の内容・製品仕様については、改良などのため予告なく変更することがあります。
・色調については、印刷の性質上、現物と異なる場合があります。
・本カタログの、一部または全ての無断転載を禁じます。
・トップライトの施工・工事にあたっては、組立手順書・取扱い説明書等をよくお読みの上、
　正しくご使用ください。
　（上記資料関係は製品に付属されています。施工要領書はお打ち合わせ時にお取り寄せください。）

トップライトご案内ホームページ
https://mc-toplight.com/
 トップライト    もしくは
 三菱ケミカルインフラテック  トップライト

検索
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安全上のご注意 お取扱いの前に、下記事項をお読みの上、必ずお守りください。

取扱いを誤った場合に、
死亡または重症を負う危険が切迫していることを示します。

取扱いを誤った場合に、
死亡または重症を負う可能性があることを示します。

取扱いを誤った場合に、
軽傷を負うかまたは物的損傷の可能性のあることを示します。

危険 

警告 

注意 

危険 

警告 

注意 
●屋内外の温度差が激しい場所や、室内側の内部環境によってはトップライトに結露が発生します。
結露対策については別途ご相談ください。
●樹脂ドームの強度は経年変化します。
●トップライトに雪が積もった場合には雪おろしをおこなってください。放置するとドームやガラスの破損、開閉
動作に支障をきたす場合があります。（「建築基準法　第8条　第1項：建築物の所有者、管理者又は占有者は、そ
の建築物の敷地、構造及び建築設備を常時適法な状態に維持するように努めなければならない。」により、トップ
ライトの管理者には維持保全の義務があります。）
●積もった雪をおろすとき、スコップなどでドーム部やガラス面を傷つけないよう十分注意してください。トップ
ライト破損の原因となります。
●冬季や寒冷地などで雪が積もったり凍結した時は、緊急時以外の目的でトップライトの開放はしないでください。
故障の原因となります。
●多雪地域にトップライトを設置される場合は、事前にお問い合わせください。積雪量によっては、ドームやガラ
ス・枠の強度が不足する可能性があります。躯体の立ち上げを高く設定する、ガラスを厚くする、融雪装置を取
り付ける、雪下ろしを頻繁に実施する、等のご対応が必要になります。
●点検及び修理時、ドームやガラス等の清掃を行なう場合は、オペレーターに「作業中。電源投入禁止」「作業中。
開閉操作禁止」等の注意表示をしてください。
●ハンドル差し込み式のオペレーター使用の場合、開放操作は必ずハンドルを外してからおこなってください。
ハンドルが回転してケガをする可能性があります。
●オペレーターの操作を妨げるような物は周辺に置かないでください。非常時の開放が出来なくなります。
●浴室やプールなど高温多湿となる場所への標準タイプのトップライト及びスイッチ・オペレーター等の設置は、
故障及び漏電の危険性があります。設置の際は、別途ご相談ください。
●万一、開閉装置故障のためトップライトが開いたままの場合は、本体の仮止めフックで仮閉鎖してください。
ただし、この作業をおこなうのに安全が確保できない場合は弊社営業所にご連絡ください。
●スイッチ類を水に濡らさないでください。電子機器のため故障の原因となります。
●トップライトの改造及び分解は行わないでください。故障の原因となります。
●アルミ枠には、中性洗剤以外の洗剤やシンナーなどの溶剤は使用しないでください。白いさびがでる（腐食）、塗
装がはがれる、アルミが溶ける、つやが変わるなど美観を損なう原因になります。
●非常時以外の強風時には、トップライトを開放しないでください。トップライトが風にあおられ危険です。
●ドーム保管時は、樹脂ドームが高温により変形する恐れがあります。熱気が溜まらないように十分注意して保管
してください。
●開閉式トップライトで閉鎖期間が長期に渡った場合、開閉枠部のパッキンが貼り付いてしまい、排煙できなくな
るおそれがあります。パッキン貼り付き防止のためにも、半年に1回程度を目安にトップライトを開閉させ、作動
状況を点検してください。
●トップライトの結露受け部分はゴミなどが溜まらないよう、時々確認・清掃してください。
結露受け横にある水抜穴にゴミが溜まると、外部へ排水できずに漏水のおそれがあります。

●雪や瓦等の落下物によるドームやガラスの破損を防ぐため、軒先の真下になる場所への設置は避けてください。
●浴室やプールなど高温多湿となる場所へのトップライトの設置は、ガラスの錆割れによる飛散の原因となります
ので、ご使用の際はガラスの種類や錆止めに十分注意しておこなってください。
●室内や外気温度の急変によって、ガラス面に熱割れ現象を生じる場合があります。
万一、ガラスに損傷を生じたときには危険ですので早めに交換してください。
●網入りガラスの小口は荒削りをして、錆止め処理をほどこしてください。
網入りガラスの錆はガラス割れの原因となり、落下のおそれがあります。
●スイッチ・オペレーター等の電気製品の改造及び分解は絶対にしないでください。
感電や火災等の恐れがあります。
●想定外の用途でのご使用は、大変危険ですのでおやめください。
（例：点検口・でるハッチ以外の開閉式トップライトを、出入り口として使用する、等）

1.ドームやガラスは通常の積雪や風圧には耐えますが、人の体重を支えるには不十分です。設置場所によっては、
人が飛び乗ったりしないように安全対策をご検討ください。（ガラスの強度に関しては、ガラスメーカーにお問い合わせください。）

2.人が自由に出入りする設置場所では、部外者が立入らないよう出入口に施錠や「立入り禁止」の表示をしたり、
登られないように躯体を高くしたり、トップライトの周囲に防護柵や天窓の内側下部に落下防護ネットを設置する
等の安全対策をその状況に応じてご検討ください。

3.開閉式トップライトを自然換気等のために開放する場合、開口部から人が転落しないように安全対策をご検討
ください。
4.作業中にトップライトの開閉を行なう場合は、手などをはさまれないように十分な安全対策をご検討ください。

●ドームやガラスの上には絶対に乗らないでください。割れて転落します。
●トップライトの開閉時には、手などをはさまれる可能性がありますので十分ご注意ください。
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外付け電動開閉装置　そとづけくん2　配線例

オペレーター（電動開閉装置）

オペレーター（手動開閉装置）

システム参考図
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保証について 

アクリドーム KS

アクリドーム K/K-SUS

アクリドーム M

アクリドーム B

ホームトップライト Q-CAG

FLドーム FL

FLドーム折板 FS/FL-SUS

ガラスフラット GFD/GFDL

ガラスフラット GF/GFL

ガラスフラット折板 GFS/GF-SUS

ガラス四角錐 PG/PG-SUS

角

角

丸

角

角

長尺

長尺

角／長尺

角／長尺

長尺／角

角

アルミ

アルミ／ステンレス

アルミ

アルミ

アルミ

アルミ

アルミ／ステンレス

アルミ

アルミ

アルミ／ステンレス

アルミ／ステンレス

角ドーム

角ドーム

丸ドーム

角ドーム

角ドーム

長尺ドーム

長尺ドーム

角／長尺ガラス

角／長尺ガラス

長尺／角ガラス

ガラス

高断熱

ベンチレーター（自然換気）

一般住宅用

高断熱

四角錐

製品名・型式 ベース形状 枠素材 面材 特長・機能 頁

固定式
トップライト

開閉式
トップライト

特殊製品

開閉装置
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オプション
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裏表紙

ライトスモークハッチ

ライトスモークハッチパラレル
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